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単語集から考える語彙学習

～高校生に本当に必要な語彙力と効果的な指導法～



高校での語彙指導をどうするか？

教材

教師 生徒



語彙指導のための教材

• 検定教科書

• 副教材 →「単語集」

単語集は、高校英語授業・大学入試につ
いて考える上で一つの重要なポイント

• 「古くて新しい問題」
• 英語教育研究では，ほとんど研究され

ていない



教師の視点から

「検定教科書や単語集をどう使って，教えればいいのか？」

• この問いに答えるために必要な情報

– 教科書の単語は，どういう特徴があるのか？

– 教科書と単語集に出てくる単語は，どれくらい同じか？何が違うのか？

– 教科書と単語集の単語は，どう入試問題と関係するのか？



単語（集）に関する教師の考えは多様

語彙を知らなければ何も始まらない

文脈が重要だから、生徒には単語集は購入させない

単語集で，教科書で足りない語彙を補う

授業外で単語学習する習慣を身につけさせる

ために単語集を使いたい



生徒の語彙習得は？

教科書や単語集から高校生はどうやって語彙を身につけていくのか？

• 教科書の単語はどれくらい使えるようになるのか？

• 単語集の単語はどれくらい定着するのか？

• 教科書と単語集の両方で扱われている単語はどれくらい身につくの

か？

• どのような単語が身につけば，入試を突破できるのか？



セミナー第一部（話題提供）：まずは語彙指導の現状把握から

教材

教師 生徒

生徒にどのような語彙を与えているのか？

単語テストをどうやっているか？



第一部のテーマ

1. 検定教科書の語彙は，どうなっている？

2. 単語集と入試の関係は？

3. 単語テストは，どう行われている？



話題提供

1. はじめに

2. 検定教科書（佐藤先生）

3. 単語集・入試（水本先生）

4. 単語テスト（鈴木）

5. まとめ



話題提供

1. はじめに

2. 検定教科書（佐藤先生）

3. 単語集・入試（水本先生）

4. 単語テスト（鈴木）

5. まとめ



エピソード１：Uluru事件
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エピソード２：投野先生の講演＠英授研

「コーパスを英語教育に活かす」英語授業研究学会・関東支部第10回秋季研究大会、筑波大学附属駒
場中･高等学校、2003年11月23日



エピソード３：「そんな昔の話、覚えているわけないでしょう返し」

こ
ん
な
中
1
で
習
っ
た

単
語
も
分
か
ら
な
い
の

か
？

2
年
前
の
昔
の
話
、

覚
え
て
ね
ー
っ
す
よ



Zipf’s Law: 一部の働き者とたくさんの出番待ち

Word type Rank Frequency Rank × Frequency

be 10 324 3,240

farm 20 166 3,320

no 30 102 3,060

work 40 72 2,880

what 50 58 2,900

day 60 51 3,060



Zipf’s Law: 一部の働き者とたくさんの出番待ち

覚えた単語の数

カ 

バ 

ー 

率



小・中・高の語彙リスト上位10語

Rank 小学校 中学校 英語コミュニケーション 論理・表現

1 be 6506.16 be 5347.72 the 31204.61 be 14080.34 

2 I 4542.33 the 3360.98 be 27968.89 the 10136.89 

3 you 3257.52 I 2928.77 to 18474.47 to 8498.42 

4 the 2027.70 a 2572.61 a 16534.39 a 6690.20 

5 a 1949.66 to 2130.37 and 14147.79 I 6276.61 

6 do 1632.83 you 1975.04 of 13830.86 in 4872.88 

7 to 1611.30 do 1608.15 in 13135.33 of 4124.18 

8 can 1270.69 in 1476.94 have 6710.71 you 3930.83 

9 it 1269.62 it 1229.84 that 5989.89 and 3746.07 

10 what 1141.21 have 1091.96 it 5913.65 have 3387.24 



小・中・高の語彙の変遷



小・中・高の語彙の変遷

小学校のみに現れる語
中学校のみに現れる語

高校のみに現れる語



小・中・高の語彙の変遷

小＆中に現れる語

中＆高に現れる語

小＆高に現れる語



小・中・高の語彙の変遷

小中高に一貫して現れる語



高等学校の教科書と中学校の教科書
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上位500語で93％ー94％

上位1,000語で69％ー85％

上位2,000語で46％ー50％

上位1500語で70％ー76％



高等学校の教科書のみに出てくる単語（英コミュ）
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高等学校の教科書のみに出てくる単語（論表）
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まとめ：検定教科書の語彙は，どうなっている？

【１】高校の英語教科書に出てくる単語の特徴は？
• 高校の教科書は中学校までの既習語彙の繰り返し
→中学までの既習語彙をしっかりと色々な文脈で使わせて定着さ

せることが重要

【２】高校の新出語彙とは？
• 教科書（扱われる題材）によって大きく異なる多様な単語が扱
われる

• 高校での新出語彙は、教科書間の共通語も教科書内の繰り返し
も限定的

→教科書をそのまま教えるのではなく、工夫する必要がある（詳
しくは第二部で）



話題提供

1. はじめに（鈴木先生）

2. 検定教科書（佐藤先生）

3. 単語集・入試（水本）

4. 単語テスト（鈴木先生）

5. まとめ（鈴木先生）





https://nwlc.pythonanywhere.com/

New Word Level Checker

https://nwlc.pythonanywhere.com/






生成AIも組み込んでいて検索結果についてさらに質問することも可能



コミュニケーション英語1教科書本文



英字新聞 (Jan 3. “Trump says U.S. has captured Venezuela President Maduro”)



単語集のレベル分け



JACET8000をもちいたクラスター分析では3種類にレベル分け



(1) 中級

(2) 初級

(3) 上級



教科書と単語集の
重なり度合い 



検定教科書と単語集の共通割合（重複率）

・重なりの大半はL1–3に集中：約89%
（L4–5：約9%、L6–8：約2%、NA：約0.5%）

・教科書差より単語集差が大きい
（= 単語集選びで結果が大きく変わる）

・重なりが高い単語集の例：
Bricks1、WordNavi3000、
データベース3300、ターゲット1200

・重なりが低い単語集の例：
速読英単語上級編

教科書：24冊
単語集：31冊





教科書と単語集で、共通試験、
難関国公立大学、私立大学の
英文をどこまで読めるか？ 



使用データ

・教科書24冊
・単語集31冊
・入試問題

- 共通テスト
- 国公立

北海道, 東北, 東京大学, 東京工業, 一橋, 名古屋, 京都, 大阪, 九州

- 早慶上智
早稲田, 慶應, 上智

- GMARCH
学習院, 明治, 青山, 中央, 法政

- 日東駒専
日本大学, 駒沢, 専修

- 関関同立
関西, 関西学院, 同志社, 立命館

- 産近甲龍
京都産業, 甲南, 龍谷大学

+ PLSE: 小中学校で学習する基礎語彙（1,529語）



トークン（総語数）カバー率について（※固有名詞や数詞はテストから削除して分析）

カバー率：31語 (type) / 35語 (token) = 88.57%



結果：教科書のみ

大学入試問題 PLSE Min Max

共通テスト 84.83% 86.89% 95.16%

国公立 77.33% 79.69% 91.65%

早慶上智 75.78% 78.12% 90.69%

GMARCH 79.13% 81.45% 93.04%

日東駒専 80.40% 82.82% 94.44%

関関同立 80.34% 82.41% 93.30%

産近甲龍 83.09% 85.07% 95.00%



結果：最低・最高カバー率の教科書に最高カバー率の単語集を追加した場合

大学入試問題
Min 

(PSE+TextBook)
+BestVocab

Max
(PSE+TextBook)

+BestVocab

共通テスト 86.89% 92.69% 95.16% 96.21%

国公立 79.69% 89.19% 91.65% 94.10%

早慶上智 78.12% 88.03% 90.69% 93.42%

GMARCH 81.45% 90.28% 93.04% 95.10%

日東駒専 82.82% 91.74% 94.44% 96.15%

関関同立 82.41% 90.96% 93.30% 95.26%

産近甲龍 85.07% 92.79% 95.00% 96.50%



カバー率が低い
教科書は単語集で
かなりプラスになる。
しかし、
95%以上には
ならない。

カバー率が高い
教科書は単語集で
95%以上にできる。

国公立、早慶上智が
95%以上になって
いないのは、
大学間の問題難易度
の差が大きいため。



これらの分析が
自分で試せるWebアプリ

VocabMatch

https://langtech.jp/vocabmatch/

https://langtech.jp/vocabmatch/










まとめ：単語集と入試の関係は？

【１】単語集はどのようなものがある？

調査対象の31冊では、(1) 初級重視18冊、(2) 中級重視10冊、

(3) 上級重視3冊

【２】教科書と単語集の重なり度合いは？

平均23%（最小2%〜最大44%）-- 単語集の差が大きい

【３】入試英文（R）をどれだけカバーできるのか？

7種類の内2つは教科書のみで95%、カバー率の高い単語集を
追加すると5種類が95%を超える。



話題提供

1. はじめに

2. 検定教科書（佐藤先生）

3. 単語集・入試（水本先生）

4. 単語テスト（鈴木）

5. まとめ



高校ではどのように単語集テストが活用されているか？

• 高校生を教える教師を対象にオンラインアンケートを実施。

• 方法：アルクのSherpaセミナーに参加経験のある教師、英語教師

メーリングリスト、SNS（FacebookやX）、鈴木の研究HPなどを通じ

て回答を依頼

• 結果：325件の有効回答

– 多様な高校の種別で幅広い層で教える教師からの回答を得た

– うち、単語集を買わせて単語テストを定期的に行なっている教師はどれ

くらいか？



高校での単語テストの実施率は？

実施率は8割以上

高校科目を教える英語教師  (N = 326名)



【１】学習頻度と量は？
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【２】どれくらい繰り返しているか？

半数は「単語帳は2周させている」



「単語帳2周」のデメリットは？

• 単語集を週に50-100語のペースであっても、同じ単語に再度触れる

までに、４ヶ月以上かかってしまう。

• 単に反復の「回数」を増やすだけでは、効果的な記憶定着には繋が

りにくい。



どう繰り返すと効果的か？

「累積」学習の発想で、短い間隔で何度も同じ単語に触れさせる

単語 小テスト１ 小テスト２ 小テスト3

31-45

16-30

1-15

単語 小テスト１ 小テスト２ 小テスト3

31-45

16-30

1-15

単語 小テスト１ 小テスト２ 小テスト3

1-45

ランダムテスト(全ての出題範囲から15問)通常のテスト（非累積テスト）

累積テスト(累積する出題範囲から15問)

←31-45の単語は繰り返しがないので、定着がよくない



出題モデル案：累積＋ランダムテスト

出題範囲（Set） 出題数(test) テストタイプ

Week 1 Set 1 (50語) 15語 通常

Week 2 Set 1-2 (100語) 15語（新出9語+既習6語）累積

Week 3 Set 1-3 (150語) 15語（新出7語+既習8語）累積

Week 4 Set 1-3の復習 (150語) 15語（全て既習語） ランダム

Week 5 Set 1-3の復習 (150語) 15語（全て既習語） ランダム

Week 6 Set 1-3の復習 (150語) 15語（全て既習語） ランダム

総語彙数の計算
• 6週間での出題範囲の総語彙数 = 50語× 3セット = 150語
• 12週間(1学期)での学習対象となる総語彙数: 150語× 2 = 300語
• 36週間(1年間)での学習対象となる総語彙数: 150語× 6 = 900語



【３】出題形式は？

音声を用いた単語テストがほとんど行われていない

これではリスニングに必要な語彙知識が身につかない



音声での単語テストの実施方法



調査概要のまとめ：単語テストは，どう行われている？

【１】学習頻度と量は？

頻度は「週1回」、範囲は「50 or 100語」で、「10－24問」
の出題数が多数派

【２】繰り返しは？

単語集2周しても、長期記憶には残りにくいので、「短期間で
繰り返し，累積学習を取り入れる」ことが有効

【３】形式は？

テストで見過ごされがちな「音声」の重要性



詳しくは、英語の先生応援マガジンで



具体的に、どうやって単語テストを計画するといいか？

を始めました



そもそも、なぜ「単語テストの実態」を調べようと思ったのか？

いる派 英語力の中で語彙が一番重要だから

いらない派 文脈が重要だから、単語集は使わない

いる派 教科書だけでは大学入試への語彙が足りないから

いる派 授業外で単語学習する習慣を身に

つけさせたいから



文脈が乏しい「単語集」は不要なのか？

No. 単語集は有益な学習教材の一つであり、生徒の使い方次第

ただし・・・

チェックポイント

• 単語集を渡してテスト実施する…ルーティーン化

• 生徒に任せっぱなしになっていないか？

• 単語集の単語が「使える」ように指導しているか？



語彙学習を大きく2パターンに分けると？

意図的学習
単語を覚えるために明確な目
的を持って行う活動

（例）単語帳

偶発的学習
英語を使う活動を行った結果、意
図せずに語彙が習得されること

（例）多読・多聴、英会話



意図的学習と偶発的学習の違い

意図的学習は、学習効率◎
偶発的学習は、保持率◎

鈴木祐一(2024)『あたらしい第二言語習得論』研究社.



意図的学習と偶発的学習の利点と欠点

両者の利点を活かすために
偶発的学習と意図的学習を組み合わられないか常に意識する

利点 欠点
偶発的学習 記憶保持率は高い

文脈での使い方を学べる

文脈から学べるだけのコア知識が必要

意図的学習に比べて、学習効率が低い

大量のインプットが必要

意図的学習 単語を効率的に覚えられる 短期間で忘れやすい

単語の使い方は学びにくい

単調な学習になりがちでモチベーショ
ンが続きにくい



４ストランドで、語彙学習のバランスを取ろう！

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット



4ストランドとは？

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット

多読、多聴、動画視聴、
洋楽、教師の発話など

ペア・グループワーク、
英作文、チャット会話、
プレゼンテーション、
ディベートなど

速読、タスクの繰り返し、
時間制限ライティング、
時間制限リテリングなど

精読、単語カード、例文暗記、
辞書、ディクテーションなど



意図的学習と偶発的学習のバランス→言語活動で考える

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット

単語テスト

精読、例文暗記、辞書、ディ
クテーション、単語カード等



そもそも論・・・・

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット

単語テスト

精読、例文暗記、辞書、ディ
クテーション、単語カード等

単語学習は、4つのストラ
ンドを編み込む必要がある



意図的学習と偶発的学習のバランス

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット



そもそも論・・・・

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット

単語テスト

精読、例文暗記、辞書、ディ
クテーション、単語カード等

弱点
単語集は、他のストランド
と編み込みにくい



そもそも論・・・・

意味重視のインプット

言語形式重視の学習 流暢性重視の学習

意味重視のアウトプット

単語テスト

精読、例文暗記、辞書、ディ
クテーション、単語カード等

メイン教科書（検定教科書など）
の語彙は？



高校での単語テストに関する実態調査 (鈴木, 2025)

逆転現象：
「単語集」テスト実施率は8割、「教科書」の単語テストは2割



本日のセミナーのテーマ

教材

教師 生徒

生徒にどのような語彙を与えているのか？

単語テストをどうやっているか？



まとめ：「教材」と「教師」について分かったこと

【１】検定教科書
• 高校の教科書は中学校までの既習語彙の繰り返し
• 高校での新出語彙は、教科書内の繰り返しが少ない

【２】単語集と入試の関係

• 単語集は３つの難易度に分かれ、教科書との重なり度合いは単語集
によって大きく違う（最小2%〜最大44%）

• 検定教科書だけでカバーできる入試問題（共通テスト・産近甲龍）
と、単語集を１冊追加することでカバーできる入試問題（GMARCH、
日東駒専、関関同立）が多くある。

【３】単語テスト

• 学習頻度、範囲、出題数、繰り返しの有無、音声など工夫する余地
が残されている



最後に：なぜ、「単語集から考える語彙学習 」というテーマなのか？

高校のカリキュラム・語彙指導の計画の本質的な問題を孕ん
でいるから

1. 慣習的にルーティーンとなっている活動を見直す機会
2. 有限の学習時間での優先順位：教科書と副教材
3. 教師が与える教材（英語）の分量と、生徒が身につけられ

るもの

第２部でオーディエンスとの議論をたっぷりと・・・



単語集から考える語彙学習

検定教科書や単語集における語彙のあり方から、語
彙指導を見直してみよう！

休憩後：2部 フロアディスカッション (80分)
第１部のデータ・調査結果をもとに、議論を深めたい

• 検定教科書の語彙はどうやって教える？
• 単語集をどう扱う？
• 単語テストをどう工夫している？

などなど


	スライド 1
	スライド 2: 高校での語彙指導をどうするか？
	スライド 3: 語彙指導のための教材
	スライド 4: 教師の視点から
	スライド 5: 単語（集）に関する教師の考えは多様
	スライド 6: 生徒の語彙習得は？
	スライド 7: セミナー第一部（話題提供）：まずは語彙指導の現状把握から
	スライド 8: 第一部のテーマ
	スライド 9: 話題提供
	スライド 10: 話題提供
	スライド 11: エピソード１：Uluru事件
	スライド 12: エピソード２：投野先生の講演＠英授研
	スライド 13: エピソード３：「そんな昔の話、覚えているわけないでしょう返し」
	スライド 14: Zipf’s Law:　一部の働き者とたくさんの出番待ち
	スライド 15: Zipf’s Law:　一部の働き者とたくさんの出番待ち
	スライド 16: 小・中・高の語彙リスト上位10語
	スライド 17: 小・中・高の語彙の変遷
	スライド 18: 小・中・高の語彙の変遷
	スライド 19: 小・中・高の語彙の変遷
	スライド 20: 小・中・高の語彙の変遷
	スライド 21: 高等学校の教科書と中学校の教科書
	スライド 22: 高等学校の教科書のみに出てくる単語（英コミュ）
	スライド 23: 高等学校の教科書のみに出てくる単語（論表）
	スライド 24: まとめ：検定教科書の語彙は，どうなっている？
	スライド 25: 話題提供
	スライド 26
	スライド 27: New Word Level Checker
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30: 生成AIも組み込んでいて検索結果についてさらに質問することも可能
	スライド 31: コミュニケーション英語1教科書本文
	スライド 32: 英字新聞 (Jan 3. “Trump says U.S. has captured Venezuela President Maduro”)
	スライド 33
	スライド 34: JACET8000をもちいたクラスター分析では3種類にレベル分け
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37: 検定教科書と単語集の共通割合（重複率）
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40: 使用データ
	スライド 41: トークン（総語数）カバー率について（※固有名詞や数詞はテストから削除して分析）
	スライド 42: 結果：教科書のみ
	スライド 43: 結果：最低・最高カバー率の教科書に最高カバー率の単語集を追加した場合
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50: まとめ：単語集と入試の関係は？
	スライド 51: 話題提供
	スライド 52: 高校ではどのように単語集テストが活用されているか？
	スライド 53: 高校での単語テストの実施率は？
	スライド 54: 【１】学習頻度と量は？
	スライド 55: 【２】どれくらい繰り返しているか？
	スライド 56: 「単語帳2周」のデメリットは？
	スライド 57: どう繰り返すと効果的か？
	スライド 58: 出題モデル案：累積＋ランダムテスト
	スライド 59: 【３】出題形式は？
	スライド 60: 音声での単語テストの実施方法
	スライド 61: 調査概要のまとめ：単語テストは，どう行われている？
	スライド 62: 詳しくは、英語の先生応援マガジンで
	スライド 63: 具体的に、どうやって単語テストを計画するといいか？
	スライド 64: そもそも、なぜ「単語テストの実態」を調べようと思ったのか？
	スライド 65: 文脈が乏しい「単語集」は不要なのか？
	スライド 66: 語彙学習を大きく2パターンに分けると？
	スライド 67: 意図的学習と偶発的学習の違い
	スライド 68: 意図的学習と偶発的学習の利点と欠点
	スライド 69: ４ストランドで、語彙学習のバランスを取ろう！
	スライド 70: 4ストランドとは？
	スライド 71: 意図的学習と偶発的学習のバランス→言語活動で考える
	スライド 72: そもそも論・・・・
	スライド 73: 意図的学習と偶発的学習のバランス
	スライド 74: そもそも論・・・・
	スライド 75: そもそも論・・・・
	スライド 76: 高校での単語テストに関する実態調査 (鈴木, 2025)
	スライド 77: 本日のセミナーのテーマ
	スライド 78: まとめ：「教材」と「教師」について分かったこと
	スライド 79: 最後に：なぜ、「単語集から考える語彙学習 」というテーマなのか？
	スライド 80: 単語集から考える語彙学習

